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１． はじめに 

 2014 年 2 月 23 日～3 月 9 日にかけて北見と札幌を拠点に実施した，道央及び道東地

域における広域積雪調査の結果を報告する．調査箇所は計 36 箇所で，うち 14 箇所は

2012 年（岩見沢大雪）の広域積雪調査時と同箇所で実施し，結果を比較した．過去の

調査結果と比較するため，単位系は積雪深を cm，積雪水量を g/cm2，平均密度を g/cm3

で表記する．  

 

２． 調査項目 

（１） 概要 

今回の広域積雪調査は，2014 年 2 月 23 日から同年 3 月 9 日にかけて道央及び道東に

おける計 32 箇所で実施した（図 1）．調査箇所の選定にあたっては，日本雪氷学会北海

道支部雪氷災害調査チームが主体となり，  2012 年 2 月～3 月に全道で実施された広域

積雪調査箇所を参考に選定した 1)．また調査時期については，北海道では融雪出水が起

きる前であり，積雪水量が最も大きい時期と考えられることから，この時期を設定し

た．   

 

 
図 1 広域積雪調査箇所（計 32 箇所） 
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（２） 調査内容 

各観測地点について，積雪深（cm），積雪水量（g/cm2），平均密度（g/cm3），簡易層

構造（断面観測）を調査した． 

 

３． 調査結果 

調査結果を整理したものを表 1、図 2 に示す。観測結果を比較すると，石狩山地の西

側はしまり雪またはそれに近い雪質が多く，密度も大きい．一方，道東各地や富良野，

占冠付近ではしもざらめ雪またはそれに近い雪質が多く，密度は小さい結果が得られ

た．これは，過去の調査結果と同様である 1)  ，2)  ．  

 

表１ 調査結果一覧 

積雪深 積雪水量 平均密度
度 分 秒 度 分 秒 （cm） （g/cm2） （g/cm3）

1 湧別 2014/2/23 44 13 18.00 143 37 27.80 68 11.12 0.20
2 遠軽 2014/2/23 44 3 18.63 143 32 20.87 87 15.15 0.19
3 白滝 2014/2/23 43 52 27.00 143 10 27.60 67 14.50 0.23
4 東藻琴 2014/2/26 43 50 23.55 144 17 16.24 75 15.71 0.23
5 斜里 2014/2/26 43 53 34.40 144 41 22.10 76 19.31 0.26
6 常呂 2014/2/26 44 7 12.44 144 3 32.45 35 9.10 0.29
7 北見 2014/2/27 43 49 30.80 143 54 8.30 58 14.10 0.24
8 旭川 2014/3/1 43 47 9.80 142 18 55.70 104 30.53 0.32
9 丸加高原 2014/3/1 43 37 29.00 141 59 9.10 116 36.58 0.33

10 奈井江 2014/3/1 43 25 18.60 141 53 49.60 93 31.14 0.33
11 野幌 2014/3/2 43 4 9.75 141 32 9.85 93 32.72 0.36
12 岩見沢 2014/3/2 43 13 2.35 141 45 22.12 117 42.63 0.36
13 富良野 2014/3/3 43 20 23.95 142 22 45.90 55 15.18 0.29
14 占冠 2014/3/3 42 58 42.20 142 23 53.43 82 23.04 0.28
15 夕張 2014/3/3 42 54 44.73 141 58 13.36 67 17.72 0.29
16 千歳 2014/3/3 42 49 50.86 141 39 52.13 61 15.15 0.27
17 留萌 2014/3/4 43 55 31.81 141 38 6.56 56 14.24 0.30
18 秩父別 2014/3/4 43 45 51.11 141 57 51.42 150 51.93 0.34
19 上川 2014/3/4 43 50 50.55 142 45 20.95 87 19.88 0.25
20 置戸 2014/3/5 43 40 46.55 143 36 0.27 65 14.56 0.24
21 陸別 2014/3/5 43 28 10.32 143 44 11.10 57 11.17 0.20
22 足寄 2014/3/5 43 14 23.32 143 32 32.40 7 2.11 0.26
23 池田 2014/3/5 42 55 25.43 143 26 42.17 13 4.56 0.29
24 中札内 2014/3/5 42 42 3.27 143 7 31.31 56 11.08 0.21
25 帯広 2014/3/5 42 55 15.80 143 7 39.40 13 計測できず 計測できず
26 上士幌 2014/3/5 43 14 11.36 143 16 40.40 27 5.35 0.21
27 津別 2014/3/9 43 41 51.72 144 2 7.89 75 16.23 0.23
28 阿寒 2014/3/9 43 8 42.48 144 8 39.15 26 4.98 0.26
29 釧路 2014/3/9 43 0 50.50 144 25 18.78 25 6.03 0.28
30 中茶安別 2014/3/9 43 12 50.98 144 40 46.92 29 5.03 0.20
31 中標津 2014/3/9 43 32 59.84 144 58 9.98 48 12.03 0.28
32 虹別 2014/3/9 43 27 48.40 144 40 30.56 22 3.20 0.24

No. 地点名 観測日
緯度（北緯） 経度（東経）

 

※帯広は氷板層が厚く、スノーサンプラを貫入できなかったため、積雪水量及び平均密度に  

ついては計測できなかった。 
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図２ 広域積雪調査における（32 箇所）における積雪断面観測結果 

- 21 -



北海道の雪氷 No.33（2014） 

Copyright © 2014 公益社団法人日本雪氷学会北海道支部 

また積雪深については十勝中部，釧路南部が少なく，3 月上旬の時点で足寄 10cm，

池田 15.5cm，帯広 13cm，阿寒 26cm，釧路 25cm であった．札幌管区気象台では，十

勝は冬場に太平洋側を低気圧が通過する際，まとまった雪が降る傾向が強いが，例年

以上に寒気の影響を受け、（十勝地方に雪をもたらす）低気圧が北上しきれなかったた

め太平洋側はよく晴れたとしている 3)．一方，同じ道東地域でも北見では 60cm の積雪

があり，3 月 22 日には 106cm に達するなど，積雪分布には地域差が見られた．   

 積雪水量と積雪深の関係を図 3 に示す。地域ごとに分布傾向の差が見られ、道央で

は 0.30-0.40g/cm3、道東、特に十勝や根釧ではこれよりも小さな値となった。これは

過去の調査結果と概ね一致している。 

 

図３ 積雪水量と積雪深の関係 
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